
ひとを育むまち

【基本施策４】

心とからだ育成プロジェクト
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●

●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

既存

課名 学校教育課 係名 学校管理係

事業番号 2929・2930 事業名 小中学校空調整備事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

空調設備を整備していない小中学校に計画的に空調設備を設置して、快適な教育環境整備を推進する事業。
防音区域　《防衛省補助・・防衛仕様空調設備》
平成28年度～29年度　南小、今元小空調整備工事
平成29年度～30年度　泉小空調整備工事
平成30年度～31年度　今元中、泉中、行橋中空調整備工事
平成31年度　　　　　　　蓑島小空調整備工事《文部科学省補助》

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童、生徒の安全確保、及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

1

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
・行橋南小、今元小空調整備工事
・泉小空調整備工事

・泉小空調整備工事
・今元中、泉中、行橋中空調整備工事

・今元中、泉中、行橋中空調整備工事
・蓑島小空調整備工事

・公立学校施設整備総合計画の内、優先
度の高い事業と位置づけて行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 206,969 239,773 290,039 1,203,613

地方債 76,200 77,700 73,900 503,300

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 34,770 60,051 0 137,383

一般財源 0 0 36,697 66,775

合計 317,939 377,524 400,636 1,911,071

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 あり 名称 防音機能復旧事業 対象事業費
354,602
157,260

補助率（％）
75.0%
65.0%

充当予定額 132,500

補助予定額
267,813
96,464

地方債 あり 名称 学校教育施設整備事業債 対象事業費 147,300 充当率（％） 90.0%

（学校教育課）-（小中学校空調整備事業）
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●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

既存

課名 学校教育課 係名 学校管理係

事業番号 3064 事業名 小中学校屋上防水改修事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

老朽化した小中学校施設の屋上について、計画的に防水改修し、快適で衛生的な教育環境整備を推進する事業。
平成29年度　○実施設計【泉小校舎・体育館、行橋中校舎、泉中校舎・体育館、中京中体育館、今元中体育館、仲津中体育館】
　　　　　　　　  ○防水改修工事【行橋北小校舎・体育館、仲津小校舎、泉小校舎・体育館、行橋中校舎・体育館、泉中校舎・体育館】
平成30年度　○実施設計【長峡中校舎】　○防水改修工事【中京中体育館、今元中体育館、仲津中体育館】
平成31年度　○実施設計【中京中校舎、今元中校舎】　○防水改修工事【椿市小校舎、長峡中校舎】

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童、生徒の安全確保、及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

1

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
○実施設計【泉小（校舎・体育館）、行橋中（校
舎）、泉中（校舎・体育館）、中京中（体育館）、
今元中（体育館）、仲津中（体育館）】
○防水改修工事【行橋北小（校舎・体育館）、
仲津小（校舎）、泉小（校舎・体育館）、行橋中
（校舎・体育館）、泉中（校舎・体育館）】

○実施設計【長峡中（校舎）】
○防水改修工事【中京中（体育館）、今元中
（体育館）、仲津中（体育館）】

○実施設計【中京中校舎、今元中校舎】
○防水改修工事【椿市小校舎、長峡中校舎】

・公立学校施設整備総合計画の内、優先度の高い
事業と位置づけて行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 158,400 70,700 33,100 355,600

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 57,612 24,283 0 95,217

一般財源 0 0 12,232 33,933

合計 216,012 94,983 45,332 484,750

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 63,022

補助予定額 0

地方債 あり 名称 一般単独事業債 対象事業費 84,030 充当率（％） 75.0%

（学校教育課）－（小中学校防水改修事業）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

事業番号 事業名 小学校ICT管理事業 新規・既存の別

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

既存

課名 学校教育課 係名 学校管理係

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

・小学校においてタブレット型端末、電子黒板等教育ICT環境整備を行い、ＩＣＴ教育の充実ならびに児童の学力向上
を図る。

事業の性質　（複数選択可）
　１　継続性のある事業
　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
・整備計画に基づく環境整備を行い、市内小学校すべてにおいてタブレット型端末、電子黒板等を活用した授業を展開する。
・学習指導要領に基づく継続的なICT教育の推進が行えるよう適切な機器等を設置する。
・校務の軽減及び効率化が図れるよう適切な機器等を設置する。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
・授業効果や活用方法の検証や教員へのサポート体制など細かな支援が必要である。
・学校と十分に協議を行い、学校のニーズを考慮した効率的な整備を行う必要がある。
・性能、価格を精査し、適切な機器等を設置するとともに、教員や児童への影響を最小限に抑えることができるようスケジュール調整等を行う必要がある。

　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

・今川小・稗田小、今元小、蓑島小、仲津小の全教員へのタブレット端
末の配布、普通教室への電子黒板の設置、無線LAN環境の整備、校
務支援システムの導入、行小・南小、延永小、椿市小、泉小の児童へ
のタブレット端末の配布等

・今川小・稗田小、今元小、蓑島小、仲津小の児童へのタブレット端末
の配布等

平成31年度に市内全小学校の児童向けのタブレット端末の
配布を完了する

右欄に目標の単位と目指す内容の説明を
記載のこと

・教職員用タブレット端末101台、児童用タブレット端
末1,056台、固定式電子黒板61台、ディスプレイ型電
子黒板13台、無線LAN装置74台等

・児童用タブレット端末735台 ・児童用タブレット端末1,997台

期待する
効果

・タブレット型端末、電子黒板等を学習ツールとして活用する事で、児童の興味、関心を広げ、学力の向上に繋げる。
・児童の情報活用能力を育成するための、情報教育の充実に繋げる。
・校務用パソコンを使用した校務支援システムの活用により、校務の負担軽減及び効率化を図り、教育活動の質の改善に繋げる。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
機器リース料等　　　92,922千円 機器リース料等　　　116,730千円 ・教員が授業技術にＩＣＴを効果的に組み込むことで教員の

資質向上と児童の学力向上を図る
・児童がICT教育環境において学ぶことで、必要なICTスキ
ルの習得を図る
・校務のシステム化により校務負担の軽減を図る

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

県 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 0 19,517 116,730 602,513

合計 0 19,517 116,730 602,513

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%
（学校教育課）-（小学校ＩＣＴ管理事業）
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費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

事業番号 事業名 中学校ICT管理事業 新規・既存の別

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

新規

課名 学校教育課 係名 学校管理係

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

・中学校においてタブレット型端末、電子黒板等教育ICT環境整備を行い、ＩＣＴ教育の充実ならびに生徒の学力向上を図る。 事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
・整備計画に基づく環境整備を行い、市内中学校すべてにおいてタブレット型端末、電子黒板等を活用した授業を展開する。
・学習指導要領に基づく継続的なICT教育の推進が行えるよう適切な機器等を設置する。
・校務の軽減及び効率化が図れるよう適切な機器等を設置する。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
・授業効果や活用方法の検証や教員へのサポート体制など細かな支援が必要である。
・学校と十分に協議を行い、学校のニーズを考慮した効率的な整備を行う必要がある。
・性能、価格を精査し、適切な機器等を設置するとともに、教員や生徒への影響を最小限に抑えることができるようスケジュール調整等を行う必要がある。

　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

・中京中・今元中・仲津中の全教員へのタブレット端末の配布、普通教
室への電子黒板の設置、無線LAN環境の整備、全中学校への校務支
援システムの導入、行中・泉中の生徒へのタブレット端末の配布等

・中京中・今元中・仲津中の生徒へのタブレット端末
の配布等

平成31年度に市内全中学校の生徒向けの
タブレット端末の配布を完了する

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

・教職員用タブレット端末63台、生徒用タブレット端末
530台、固定式電子黒板31台、ディスプレイ型電子黒
板9台、無線LAN装置40台等

生徒用タブレット端末411台 ・生徒用タブレット端末1,080台

期待する
効果

・タブレット型端末、電子黒板等を学習ツールとして活用する事で、生徒の興味、関心を広げ、学力の向上に繋げる。
・生徒の情報活用能力を育成するための、情報教育の充実に繋げる。
・校務用パソコンを使用した校務支援システムの活用により、校務の負担軽減及び効率化を図り、教育活動の質の改善に繋げる。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
機器リース料等　　　51,899千円 機器リース料等　　　66,138千円 ・教員が授業技術にＩＣＴを効果的に組み込むことで教員の

資質向上と生徒の学力向上を図る
・生徒がICT教育環境において学ぶことで、必要なICTスキ
ルの習得を図る
・校務のシステム化により校務負担の軽減を図る

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

県 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 0 11,927 66,138 348,997

合計 0 11,927 66,138 348,997

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（学校教育課）-（中学校ＩＣＴ管理事業）
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●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

新規

課名 学校教育課 係名 学校管理係

事業番号 事業名 小中学校校舎外壁改修事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

老朽化した小中学校体育館の床について、計画的に改修し、安全で安心できる教育環境整備を推進する事業。
H30年度（小２校、中２校）○実施設計：延永小、稗田小、泉中、行橋中　　 ○外壁改修工事：延永小、稗田小、泉中、行橋中
H31年度（小３校、中１校）○実施設計：椿市小、今元小、仲津小、長峡中　○外壁改修工事：椿市小、今元小、仲津小、長峡中
H32年度（小２校、中２校）○実施設計：北小、今川小、今元中、中京中　　 ○外壁改修工事：北小、今川小、今元中、中京中

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童・生徒の安全確保及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

1

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
○実施設計：延永小、稗田小、泉中、行橋中
○外壁改修工事：延永小、稗田小、泉中、行
橋中

○実施設計：椿市小、今元小、仲津小、長峡
中
○外壁改修工事：椿市小、今元小、仲津小、
長峡中

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 23,853 65,575 210,016

地方債 0 35,300 0 35,300

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 17,797 0 17,797

一般財源 0 0 131,151 420,033

合計 0 76,950 196,726 683,146

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 あり 名称 学校施設環境改善交付金 対象事業費 76,950 補助率（％） 33.3%

充当予定額 0

補助予定額 23,853

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（学校教育課）-（小中学校校舎外壁改修事業）



行橋市実施計画シート　平成29年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）
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●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

新規

課名 学校教育課 係名 学校管理係

事業番号 事業名 小中学校体育館床改修事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

老朽化した小中学校体育館の床について、計画的に改修し、安全で安心できる教育環境整備を推進する事業。
H30年度（中学校２校）：泉中、行橋中
H31年度（中学校２校）：長峡中、仲津中
H32年度（中学校２校）：中京中、今元中
H33年度（小学校３校）：今元小、今川小、北小
H34年度（小学校２校）：稗田小、泉小

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童・生徒の安全確保及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

1

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
H30年度（中学校２校）：泉中、行橋中 H31年度（中学校２校）：長峡中、仲津中

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 0 9,913 10,971 47,526

合計 0 9,913 10,971 47,526

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 35,645

補助予定額 0

地方債 なし 名称 一般単独事業債 対象事業費 47,526 充当率（％） 75.0%

（学校教育課）-（小中学校体育館床改修事業）



行橋市実施計画シート　平成29年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

新規

課名 学校教育課 係名 学校管理係

事業番号 事業名 小中学校プール改修事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

老朽化した小中学校のプールについて、計画的に改修し、安全で安心できる教育環境整備を推進する事業。
H30年度（小学校５校）：椿市小、稗田小、延永小、今元小、今川小
H31年度（小学校５校）：蓑島小、仲津小、泉小、北小、南小
H32年度（中学校６校）：行橋中、泉中、今元中、中京中、仲津中、長峡中

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童・生徒の安全確保及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

1

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
（小学校５校）：椿市小、稗田小、延永小、今元
小、今川小

（小学校５校）：蓑島小、仲津小、泉小、北小、
南小

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 12,300 0 12,300

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 4,200 0 4,200

一般財源 0 0 46,205 142,459

合計 0 16,500 46,205 158,959

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 12,300

補助予定額 0

地方債 あり 名称 単独事業債 対象事業費 16,500 充当率（％） 75.0%

（学校教育課）-（小中学校プール改修事業）



行橋市実施計画シート　平成29年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

新規

課名 学校教育課 係名 学校管理係

事業番号 2849 事業名 行橋北小学校下水道接続事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

行橋北小学校に下水道を接続する事業
H30年度　実施設計
H31年度　接続工事

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
児童・生徒の安全確保及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

1

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
実施設計 接続工事

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 0 832 9,772 10,604

合計 0 832 9,772 10,604

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（学校教育課）-（行橋北小学校下水道接続事業）



行橋市実施計画シート　平成29年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

既存

課名 学校教育課指導室 係名 指導係

事業番号 3364 事業名 小中学校ＩＣＴ推進事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要
　教育ＩＣＴ環境を活用した授業等が円滑に行えるよう、人的サポート体制を整え、授業改善、教員負担の軽減、児童・生徒の情
報教育向上を図る。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす 教育ＩＣＴ環境を活用した授業等が円滑に行えるよう、人的支援を行う。
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項 タブレット等新規導入校の訪問日数については、想定している日数が妥当であるかの検証が必要となる。
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

児童・生徒の情報教育向上が図られる。
優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

100% 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

ＩＣＴ教育推進員及びＩＣＴ支援員の配置を行う。

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
教育ＩＣＴ推進員及びＩＣＴ支援員を各学校
に派遣し、教育ＩＣＴ環境を活用した授業
等を円滑に行えるよう、人的支援を行う。

教育ＩＣＴ推進員及びＩＣＴ支援員を各学校
に派遣し、教育ＩＣＴ環境を活用した授業
等を円滑に行えるよう、人的支援を行う。

教育ＩＣＴ推進員及びＩＣＴ支援員を各学校
に派遣し、教育ＩＣＴ環境を活用した授業
等を円滑に行えるよう、人的支援を行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 14,197 14,763 34,424 63,384

合計 14,197 14,763 34,424 63,384

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 10款1項3目

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（学校教育課指導室）-（ＩＣＴ教育推進事業)



行橋市実施計画シート　平成29年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

既存

課名 学校教育課指導室 係名 指導係

事業番号 3397 事業名 Ｑ－Ｕ調査事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

　Ｑ－Ｕ調査は、「学級満足度」や「学校生活意欲」の視点から関連的に編成されており、調査結果を分析し、表やグラフで示さ
れることにより、一目で児童生徒の本音の部分の考えや心情、学級集団への適応度、学級全体の状況等が把握することができ
る調査である。
　Ｑ－Ｕ調査を年2回（6月と11月実施予定）することにより、1回目の結果を踏まえ、児童・生徒理解や学級集団づくりの充実を図
ることができる。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす 調査結果分析し、当該年度の学級経営、児童・生徒の指導に反映させる。
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項 Ｑ－Ｕ調査を活用するに当って、調査に対する教職員理解が必要となる。
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

児童生徒の悩みや不安を早期に発見し、適切な対応が可能となる。
優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

100% 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

市内小４～中３の児童生徒に対して、年2回のＱ－Ｕ調査を実施する。

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
調査を実施し、分析結果を学級経営に反
映させる。

調査を実施し、分析結果を学級経営に反
映させる。

調査を実施し、分析結果を学級経営に反
映させる。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 2,375 2,356 2,387 7,118

合計 2,375 2,356 2,387 7,118

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 10款1項3目

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（学校教育課指導室）-（Q-U) 
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

新規

課名 防災食育センター 係名 給食管理係

事業番号 事業名 防災食育センター修繕事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

防災食育センターの稼動開始より３年が経過し、センター内の調理器機等に不具合が生じています。
具体的には各種釜類や洗浄機をはじめ、蒸気発生装置１４機のうち、３機に不具合が生じており、調理や洗浄作業時に蒸気が
不足する恐れがあります。また、学校給食を配送するためのコンテナ底部に設置しているキャスターに不具合が生じており、無
理に動かそうとすると500kgのコンテナが転倒し、調理員及び配膳員等の作業に危険が生じることとなります。
そのため、学校給食を安定的かつ確実に提供するために、防災食育センター内の調理器機等の修繕を行うものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
・不具合が生じている調理器機等が安全に稼動している状態
・１４機全ての蒸気発生装置が稼動している状態　・３５台全てのキャスターが安全に動く状態

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

学校給食の安定的かつ確実に提供することができる 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

100.00 100.00 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

％（故障している器機等を修繕する。）

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
・蒸気発生装置の修繕
・給食配送用キャスターの修繕
・不具合が生じている器機の修繕

不具合が生じている器機の修繕

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 0 2,285 5,000 10,000

合計 0 2,285 5,000 10,000

予算費目 会　　計 一般会計 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（防災食育センター）-（防災食育センター修繕事業）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

新規

課名 防災食育センター 係名 給食管理係

事業番号 事業名 配送車バックモニター設置事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

　防災食育センターの配送車１０台のうち、４台についてはバックモニターが設置しておらず、各小中学校の配膳室に
配送する際に、後方確認を目視のみで行なわなければならない状態です。
　配送する際の児童・生徒、ならびに給食配膳員の安全を確保するために、バックモニター未設置の配送車にバック
モニターを設置するものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
１０台全ての配送車にバックモニターを設置している状態 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

児童・生徒及び給食配膳員の安全確保 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

100.00 4台／4台

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

％（バックモニター未設置車４台全てにバックモニターを設置する）

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
バックモニター未設置車４台バックモニターを設置する

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 0 456 0 456

合計 0 456 0 456

予算費目 会　　計 一般会計 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（防災食育センター）-（配送車バックモニター設置事業）
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

新規

課名 生涯学習課 係名 生涯学習係

事業番号 事業名 学習等供用施設改修工事 新規・既存の別

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

　【29年度】稲童第５、稲童第４（実施設計） 　　　　　　　　 【33年度】草場（改修工事）、平島（実施設計）
　【30年度】稲童第５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【34年度】平島（改修工事）
　【31年度】稲童第４（改修工事）、畠田西（実施設計）
　【32年度】畠田西（改修工事）、草場（実施設計）

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

利用者の安心・快適な利用促進を図る。 優先順位マトリックス（ハード事業のみ）

8

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

工事の進捗率

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
稲童第５設計　　　1,458,000円
稲童第４設計 　　 1,490,400円

稲童第５改修工事  27,392,360円
事務費140,000円

稲童第四改修工事 21,340,800円
畠田西実施設計      1,555,200円
事務費140,000円

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 2,500 24,400 20,000 103,000

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 449 3,133 3,036 18,648

合計 2,949 27,533 23,036 121,648

予算費目 会　　計 会計 費目名

補助金 あり 名称 再編関連訓練移転等交付金 対象事業費 24,400 補助率（％） 100.0%

充当予定額 0

補助予定額 24,400

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（生涯学習課）－（学習等供用施設改修工事）
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

新規

課名 生涯学習課 係名 生涯学習係

事業番号 事業名 椿市地域交流センター運営費 新規・既存の別

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

　椿市地域交流センターの運営に関わる費用。 事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

利用者の安心・快適な利用促進を図る。 優先順位マトリックス（ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
地域交流センター運営費用 地域交流センター運営費用

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 0 9,742 9,742 19,484

合計 0 9,742 9,742 19,484

予算費目 会　　計 会計 費目名

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（生涯学習課）－（椿市交流センター運営）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

新規

課名 生涯学習課 係名 生涯学習係

事業番号 事業名 泉公民館屋根補修工事 新規・既存の別

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等 耐震改修促進法

事業概要

稗田公民館の２階大会議室の東側に雨漏りがあり、根本的な防水修繕が必要と思われる。 事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

利用者の安心・快適な利用促進を図る。 優先順位マトリックス（ハード事業のみ）

5

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

耐震診断業務

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
屋上屋根防水補修工事

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 3,200 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 0 437 0 4,920

合計 0 3,637 0 4,920

予算費目 会　　計 会計 費目名

補助金 あり 名称
特定防衛施設周辺整備調整交
付金

対象事業費 3,200 補助率（％） 100.0%

充当予定額 0

補助予定額 3,200

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（生涯学習課）－（泉公民館屋根補修工事）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

新規

課名 生涯学習課 係名 体育係

事業番号 事業名 テニスコート照明工事 新規・既存の別

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

経年劣化により著しく照度低下などが見られるのでテニスコートの照明施設改修を行うものです。
(5～８番コート）

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

市民に快適に利用していただき利用度向上が見込める 優先順位マトリックス（ハード事業のみ）

3

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
照明改修（5～８番コート）　　9,853,920円
照明改修（1～４番コート）　 22,513,680円

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 7,500 22,514 30,014

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 0 2,354 0 2,354

合計 0 9,854 22,514 32,368

予算費目 会　　計 会計 費目名

補助金 なし 名称
特定防衛施設周辺環境整備事
業

対象事業費 9,854 補助率（％） 76.1%

充当予定額 0

補助予定額 7,500

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（生涯学習課）-（テニスコート照明工事)
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●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

新規

課名 文化課 係名 文化振興係

事業番号 事業名 新図書館資料収集関連事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

平成３２年に開館予定である新図書館の資料収集について、資料収集方針を策定するための委員会を設置し、平成
３０年度中の策定を目指す。併せて資料収集方針に基づき、新館開館時に購入する児童書３万冊の選書及び開館
後の資料選定についてのチェック機関として、行橋市図書選定審査会を設置するものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
行橋市図書館資料収集方針の策定。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
策定委員会報酬　276千円
旅費（費用弁償）　 79千円
図書選定審査会委員報酬 339千円

図書選定審査会委員報酬 340千円

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 0 667 340 1,007

合計 0 667 340 1,007

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（文化課）-（新図書館資料収集関連事業)
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

既存

課名 スポーツイベント課 係名 スポーツイベント係

事業番号 3196 事業名 行橋プロジェクト　ゆくはしシーサイドハーフマラソン 新規・既存の別

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

行橋の資源を活用した海岸線振興事業の普及と、ビーチスポーツの普及及びPRを図り、観光資源化とビーチスポー
ツ拠点の普及に寄与する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
全国各地からのランナー参加 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

全国各地からのランナー参加による行橋市のPR及び健康促進 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

全国からのランナーの参加

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
ハーフマラソン大会の開催 ハーフマラソン大会の開催 ハーフマラソン大会の開催

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 2,299 2,686 2,400 7,385

一般財源 2,501 2,114 2,400 7,015

合計 4,800 4,800 4,800 14,400

予算費目 会　　計 会計 費目名

補助金 あり 名称 スポーツ振興事業助成金 対象事業費 4,800 補助率（％） 56.0%

充当予定額 0

補助予定額 2,686

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（スポーツイベント課）-（ハーフマラソン）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

既存

課名 スポーツイベント課 係名 スポーツイベント係

事業番号 3157 事業名 ゆくはしビーチバレーボールフェスタ 新規・既存の別

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

行橋の資源を活用した海岸線振興事業の普及と行橋市のPRを図り、観光資源化とビーチスポーツ拠点の普及に寄
与する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
ビーチスポーツの普及 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

ビーチスポーツの普及に伴い観光資源の拡充 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

ビーチスポーツの活性化

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

参加者及び来場者の増加

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
ビーチバレー大会の開催 ビーチバレー大会の開催 ビーチバレー大会の開催

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 1,384 1,947 1,420 4,751

一般財源 5,216 4,893 5,420 15,529

合計 6,600 6,840 6,840 20,280

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 あり 名称 スポーツ振興事業助成金 対象事業費 6,600 補助率（％） 29.5%

充当予定額 0

補助予定額 1,947

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（スポーツイベント課）-（ビーチバレー）
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

既存

課名 スポーツイベント課 係名 スポーツイベント係

事業番号 3356 事業名 ゆくはしオープンウォータースイミング 新規・既存の別

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

行橋の資源を活用した海岸線振興事業の普及と、ビーチスポーツの普及及びPRを図り、観光資源化とビーチスポー
ツ拠点の普及に寄与する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
ビーチスポーツの普及 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

ビーチスポーツの普及に伴い観光資源の拡充 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

ビーチスポーツの活性化

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

参加者及び来場者の増加

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
オープンウォータースイミング大会の
開催

オープンウォータースイミング大会の
開催

オープンウォータースイミング大会の
開催

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 1,200 1,200 1,200 3,600

合計 1,200 1,200 1,200 3,600

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（スポーツイベント課）-（オープンウォーター）
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

既存

課名 文化課 係名 文化振興係

事業番号 3027 事業名 ゆくはしビエンナーレ 新規・既存の別

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

国内外を対象に彫刻作品の公募展を開催して文化振興を図るとともに、市のＰＲを通じて交流人口の増加に取り組
む。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
彫刻作品を広く公募し、優れた美術品を集める。また、審査の過程で市民との協働による関連イベントを開催するな
どして多くの参加を呼びかける。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
1年目を周知・募集期間、2年目を公募展の開催とし、2年をひとつのサイクルとする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

優れた作品が集まることで、市民が芸術に親しむ。公募活動を通じて市の特徴や魅力を広く発信する。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

1,939 2,377 2,280

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

（人）イベント参加者数

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
検討委員会報酬　40千円
旅費　83千円
ゆくはしビエンナーレ2019補助金
9,890千円

検討委員会報酬　40千円
旅費　108千円
ゆくはしビエンナーレ2019補助金
21,675千円

検討委員会報酬　40千円
旅費　108千円
ゆくはしビエンナーレ2021補助金
13,333千円

公募を通じて優れた彫刻作品を市内に展示し、
芸術文化による地域の活性化を促進する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 10,000 21,811 0 31,811

一般財源 8 0 13,481 13,489

合計 10,008 21,811 13,481 45,300

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（文化課）-（ビエンナーレ)
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

既存

課名 文化課 係名 文化振興係

事業番号 2532 事業名 複合文化施設整備事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

平成２年に建設された複合文化施設コスメイト行橋の経年による老朽化に対し、建物及び設備の改修や交換を実施
して利用者の安全性と利便性を図る。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
延床面積6,699㎡について、全体的に劣化・故障箇所の改修が終了する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

市民が安心して施設を利用することができるようになるとともに、新しい設備を導入することで文化事業の充実につ
ながり、コスメイト行橋の利用者数が増加する。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

3

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
文化ホール舞台機構改修（第1期）
　　　　　　　　　　　　　　　　　42,800千円
建具改修工事　　　　　　　　　1,647千円
楽屋出入口階段改修工事　 423千円
空調設備整備工事　　　　　1,093千円

文化ホール舞台機構改修(第2期） 28,500千円 複合文化施設コスメイト行橋の建物及び設備
の改修工事を実施する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 36,560 19,948 0 56,508

一般財源 1,226 0 0 1,226

合計 37,786 19,948 0 57,734

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（文化課）-（複合文化施設)
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

既存

課名 文化課 係名 文化振興係

事業番号 3087 事業名 地域に開かれた音楽鑑賞事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

行橋にゆかりがあり、国内外で活動している音楽家の演奏を通じ、市民に身近な芸術鑑賞の機会を提供する。
市からは、その開催に伴う補助金を支出する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
年1回の合同演奏会と２回程度のミニコンサートを開催する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
３年間を１サイクルとし、検討作業を実施する。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

プロレベルで活動する音楽家の優れた演奏を提供することで、市民が芸術に親しむ。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
地域に開かれた音楽鑑賞事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200千円

地域に開かれた音楽鑑賞事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200千円

地域に開かれた音楽鑑賞事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　514千円

地域出身のプロ音楽家の演奏を通じて、音楽
を身近に鑑賞できる機会を提供する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源 200 200 514 914

合計 200 200 514 914

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（文化課）-（地域に開かれた音楽鑑賞事業）



行橋市実施計画シート　平成29年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

既存

課名 文化課 係名 文化財保護係

事業番号 2542 事業名 御所ヶ谷史跡自然公園整備事業（第１期） 新規・既存の別

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

国指定史跡である御所ヶ谷神籠石とその周辺の自然を活かし、豊かな自然環境の中で歴史を体感できる公園を整
備する。これに伴う用地購入、遊歩道・サイン等整備、史跡の修復等を行う。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
平成23年度策定の「史跡御所ヶ谷神籠石整備基本設計」に基づき、遺跡保存のための修復工事及び見学に必要な
ガイダンス設備の設置が完了する。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

歴史教育、自然学習、市民との協働活動を行う場として活用できる。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

5

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

87.07 92.17 97.99 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％
１期整備が終了するまでの予定事業費を100％とする。

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
発掘・測量調査　　　　　　　　　2,065千円
馬立場周辺整備　　　 　　　　13,434千円
工事監理　　　　　　　　  　　　  　633千円
整備指導委員会　　　　　　   　　　89千円
駐車場進入路改修工事　　　　　479千円

発掘・測量調査　　　　　　　　　3,000千円
東石塁等修復、西門周辺整備 22,000千円
工事監理                          2,000千円
実施設計　　　　　　　　　　　　　4,000千円
整備指導委員会　　　　　　　　　 268千円

発掘・測量調査　　　　　　　　　2,148千円
景行神社・城内列石線整備  29,750千円
工事監理                          2,100千円
実施設計　　　　　　　　　　　　　1,500千円
整備指導委員会　　　　　　　　　 268千円

周辺の水と緑をあわせて、文化遺産として大切に未来に伝
えると共に、自然環境とロマンあふれる遺跡を活かした、
人々が集い、学び、憩う空間を創出し、行橋市の歴史と文
化を象徴する「史跡自然公園」として整備する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 8,105 8,000 17,883 33,988

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 750 525 750 2,025

その他 0 0 0 0

一般財源 8,417 7,528 17,133 33,078

合計 17,272 16,053 35,766 69,091

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 あり 名称 史跡等保存整備補助金 対象事業費
国：16,000
県：3,500

補助率（％）
国：50
県：15

充当予定額 0

補助予定額 8,525

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

(文化課）-（御所ヶ谷史跡自然公園整備事業（第１期））



行橋市実施計画シート　平成29年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

既存

課名 文化課 係名 文化財保護係

事業番号 3037 事業名 稲童古墳群出土品整理事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

国重要文化財「福岡県稲童古墳群出土品」の保存処理、修復、展示台作成などの整理やシンポジウム、展示会を行
い、市内および市外住民に広く公開・活用を図る。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
保存処理等の整理作業が完了し、展示を通じて広く公開が開始される。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

「福岡県稲童古墳群出土品」を広く公開することにより、市民の文化財保護の意識が高まるとともに、生涯学習や観
光振興に活用されることが期待される。

優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

40.83 72.03 93.42 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％
保存処理等の整理作業が完了するまでの予定事業費と100％とする。

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
稲童21号墳甲冑の保管台作成
稲童15号墳甲冑の保存修理

稲童15号墳甲冑の保管台作成
　　　同　　　剣・鉇の保存修理、保管台作成
稲童21号墳金銅立飾のレプリカ作成
　　　同　　　金銅立飾等の保管台作成
稲童８号墳甲冑の保存修理

稲童８号墳甲冑の保管台作成
稲童21号墳横矧板鋲留短甲の保存修理

行橋市を代表する歴史資料の「福岡県稲童古
墳群出土品」の整理を行い、市民をはじめとす
る見学者への文化財の公開、活用を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 2,000 3,000 2,400 7,400

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0 0

その他 1,500 1,500 0 3,000

一般財源 499 2,500 2,400 5,399

合計 3,999 7,000 4,800 15,799

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 あり 名称
国宝重要文化財等保存整備費
補助金

対象事業費 6,000 補助率（％） 国：50

充当予定額 0

補助予定額 3,000

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

(文化課）-（稲童古墳群出土品） 



行橋市実施計画シート　平成29年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円

新規

課名 文化課 係名 文化財保護係

事業番号 3446 事業名 福原長者原官衙遺跡保存活用事業 新規・既存の別

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

国史跡となる福原長者原官衙遺跡を開発から保護するため、用地購入を行う。また市民や観光客が遺跡について
学べるよう、史跡広場として整備し、遺構表示や説明板の設置、AR・VR技術などを利用する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

達成のめやす
福原長者原官衙遺跡保存管理計画を策定し、史跡見学に効果的なガイダンス設備を設置する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

市民が行橋という土地に誇りや愛着をもてるようになるほか、地域の広場として人が集まる場としても活用できる。 優先順位マトリックス （ハード事業のみ）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％
１期整備が終了するまでの予定事業費を100％とする。

年度の事業内訳

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業の位置づけ
保存活用計画策定　　　　　3,245千円 保存活用計画策定　　　　　3,262千円

用地購入（Ⅱ期）　　　　　 23,617千円
史跡用地を購入する。保存活用計画を策定し、
それに基づいてガイダンス設備を整備する。必
要に応じて発掘調査を行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 1,900 20,525 22,425

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

県 0 300 1,000 1,300

その他 0 0 0 0

一般財源 0 1,800 5,354 7,154

合計 0 4,000 26,879 30,879

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 あり 名称 史跡等購入費国庫補助 対象事業費 3,800 補助率（％） 50.0%

充当予定額 0

補助予定額 1,900

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

（文化課）-（福原長者原）


